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【事業所概要（事業所記入）】

事業所番号

法 人 名

事業所名 ユニット名 西ユニット

〒３１１－４１５３

水戸市河和田町４５１６－１

自己評価作成日 平成２２年１１月　２６日
評価結果

市町村受理日

※　事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報

【評価機関概要（評価機関記入）】

評価機関名

所 在 地

訪問調査日 平成２３年１月２７日 評価確定日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

グループホーム　かたくり

０８７０１０１６３１

社会福祉法人　翠清福祉会

自己評価及び外部評価結果

作成日　　平成２３年７月２８日

　今年度グループホームが一番に力を入れてきたことは、「毎日の生活を大切にし、安全に安心し
た生活をい営むことが出来る」である。そのために多くの学習会や、訓練を行ってきた。また毎日
の生活を大切にする為に本人の意思決定の大切さ、どのようにして気持ちを汲み取り、それをケア
プランにに反映していくかの話し合いも充実してきました。また運営推進会議も地域や家族の協力
の元開催でき、地域の方との交流や家族会も継続して行えています。また今年度は徐々にボラン
ティアの活用に力をいれていきました。

　運営法人は、「誰もが安心して暮らせる老後を」という市民運動をきっかけに設立されており、
職員はその歴史的背景を踏まえ、同一法人の介護老人保健施設などの事業所と連携しながら、徹底
した利用者主体の生活支援を実践している。
　管理者は、職員が現場においてケアの優先順位などに迷った時、理念に立ち返ることの大切さを
説くなど、地域密着型サービス事業所のあるべき姿を追究している。
　職員のキャリアパスを重要視し、資格取得などを積極的に支援している。
　職員は楽しくやりがいをもってケアにあたっており、利用者の安心で穏やかな生活を支援してい
る。

所 在 地

〒310－8586
水戸市千波町１９１８番地　　茨城県総合福祉会館内

　茨城県福祉サービス振興会のホームページ「介護サービス情報検索」か
ら情報が得られます。

社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

平成　　年　　月　　日

平成２３年６月２８日



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

Ⅰ　理念に基づく運営

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏
まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら
暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交
流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上
げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活
かしている

○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

毎年法人の理念を基に、事業所の理念方針を
作成している。作成にあたっては地域密着型
事業所の役割を認識し、前年度の総括を基に
職員全員で作り上げている。具体的なケアに
関しては、毎月の職場会議、ケアプラン会議
のなかで話し合い意識の統一を図っている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

日常的な散歩や近所への買い物の時には、畑
仕事をされている方への挨拶や会話など積極
的に行なっている。家族会の時に地域の方が
珍しい食材で天ぷらを作ってくださり一緒に
参加して下さった。定期的にクリーン作戦を
行い地域の方との交流を図っている。

運営推進会議の中で、ＧＨの状況や利用者へ
の職員の関わりなど報告をしている。職員へ
は認知症実践者研修を積極的に受講させ専門
性を高めている。また実習生の受け入れに関
しても利用者の社会性を高めるためにも積極
的に受け入れている。

運営推進会議では、家族代表、民生委員、行
政、有識者、職員で構成され定期的に開催し
ている。会議の中では外部評価、情報公表の
目的や結果報告を行いい課題などに関して積
極的な話し合いを行っている。運営会議の報
告書は広報紙により家族へ配布し、玄関にも
閲覧できるように設置している
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外　部　評　価

　「家庭的な雰囲気を第一に考え」「地
域で暮らす人々とのつながりを大切にし
ながら」などのキーワードを盛り込んだ
理念を掲げている。
　職員は毎月の職場会議などで理念につ
いて話し合い共有している。
　職員が現場で介護の優先順位などで判
断に迷った時、「理念に照らし合わせて
どう判断すべきか」と管理者が問いかけ
るなど、常に理念に立ち返って実践して
いる。

　日常の挨拶や利用者と職員による事業
所周辺の清掃活動を通じて、地域との交
流を積極的に図っている。
　運営推進会議で、家族会開催を聞いた
地域代表者が、懇親会で地元食材を材料
にした天ぷらを振舞うなど支援を得てい
る。
　事業所と地域との協力体制構築に向け
て、電話連絡網を作成している。

　市職員や家族等の代表、地域代表者な
どが参加する運営推進会議を、ほぼ２ヶ
月に１回開催している。
　会議において外部評価結果を報告する
とともに、「利用者が一人で外出してし
まった際に、重点的に探す場所を明示し
たマップがあるとよい」という委員から
の意見を受けて、危険な場所などを記し
たマップを作成している。

1 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を
密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定
地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでい
る

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防
止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と
活用

　管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

運営推進会議においては、毎回参加して頂き
状況や課題に関して報告、助言を頂いてい
る。様々な利用者様の背景の中で、事業所の
みで解決できないことなど相談している。

職員は年間研修の中で、権利擁護、法令遵守
に関しての学習会を受講している。新人研修
の中にも「身体拘束のてびき」の熟読やレ
ポート提出などを行っている。職員へは体験
研修を実施し自ら拘束を体験してもらい人権
に関して考える機会を設けている。家族に関
しては契約の時の説明を始め、日々の変化の
状況を細かく報告し拘束をせずに対応させて
頂けるように理解を求めている。

年間学習会の中で虐待防止の内容で全職員が
受講している。また毎月の職場会議の中でも
事例検討やケースカンファレンスを行い、処
遇に関しての振り返りを行っている。「自分
の気づかない事が虐待につながっていること
もある」ということを常に考える意識を持て
るよう学習を強化している。

職員は学習会の年間計画の中で学習してい
る。管理者は権利容疑推進員の研修の担当者
となっている為に自己研鑽している。また相
談内容により成年後見制度などが必要と判断
した場合は関係事業所や法人施設の相談と連
携を取りながら進めている。成年後見制度の
研修に参加している。
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　処遇困難な利用者に関しては、市担当
者と連携しながら利用者と家族を支援し
ている。
　管理者はできるだけ市担当者と会う機
会を設け、コミュニケーションを図るよ
う努めている。

　職員は、「身体拘束ゼロの手引き」を
熟読するとともに、職員自ら身体拘束を
体験するというプログラムが含まれる研
修を通して、人権擁護や身体拘束の弊害
について正しく理解している。
　家族等に対して、身体拘束をしない場
合に予測されるリスクやその軽減に向け
た事業所の対応を説明することにより、
身体拘束をしないケアについて、家族等
の理解が得られよう努めている。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の
際は、利用者や家族等の不安や疑
問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意
見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反
映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう職場環境・条件の整備に努め
ている

　年１回、利用者と家族等に対して満足
度アンケートを行うほか年２回、家族会
で話し合いの機会を設け、利用者や家族
等の意見や要望を汲みあげている。
　家族等の意見等が出易くなるように、
月１回、利用者の状況を家族等へ手紙で
報告している。
　利用者や家族等から出たレクリエー
ションや外出、食事の献立などの意見や
要望を運営に反映させている。
　介護相談員を受け入れ、利用者の思い
を伝えられる機会を設けている。

　管理者は月１回の職員会議や年３回か
ら４回の職員面談などにおいて、職員の
意見や提案を聞くとともに、職員のキャ
リアパスを重視し、配置の要望などを受
け入れながら、職員が意欲をもって楽し
く仕事ができるような環境づくりをして
いる。
　法定人員を上回る余裕のある職員体制
となっており、勤務シフトなど職員の希
望をできるだけ受け入れられるように努
めている。

契約に関しては、管理者と職場責任者の複数
で対応している。今年度の方針も含め、家族
の不安を軽減するために、実際の生活の細か
なことに関しても職場責任者より具体的に説
明を行っている。入所が長期化することによ
り、財政的な状況が変化することもありその
都度家族との話し合いも行っている。

玄関へ目安箱を設置している。定期的に入所
者懇談会を実施し、利用者からの意見をもと
にレクや　外出、献立に反映させている。ま
た要望に関しては職場会議にて実現するため
の策を検討している。また家族・入所者に満
足度アンケートも同様に実施している。家族
会や食事会など家族が実際来所出来る機会を
多く持ち話しやすい雰囲気を作っている。

月に一度の運営会議・職場会議・ケアプラン
会議には管理者・職場責任者・が一緒に参加
し会議を開催している。また職員面談を年に
３回～４回全職員に対し実施し意見交換を
行っている。また総括や方針作りも職員全員
で行っている。

職員面談を実施し本人の望みや方向性に関し
て把握している。また職員の資格取得に関し
ては研修や受験日など職場全体でバックアッ
プを行っている。取得後の本人の希望などに
関しては職員面談時に確認している。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをして
いる

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に
努めている

相談時の対応は一人ではなく管理者・職責と
複数で対応し、「みんなで考えて行きましょ
う」というスタンスを取っている。また本人
の状況を知るためにも出来る限り入所前に複
数回お会いすることができるように対応して
いる。

事業所全員参加の学習会が年間計画に則り実
施されている。資格取得に関しても積極的に
行っている。また認知症実践者研修・リー
ダー研修にも積極的に参加している。だいぶ
研修に関しても年間計画の基、職員のレベル
に合わせた研修を行っている。研修報告会は
各ユニット会議の中で行っている。

ＧＨ協議会の学習いには積極的に参加してい
る。また実践者研修などで一緒になった他の
ＧＨの職員と交流を行い各自の悩みや課題の
解決などに関して情報の交流を行っている。
近隣のＧＨの職員と一カ月に一回交流会を行
い、現在は学習会の内容に関して一緒に検討
学習している。

相談時の家族の気持ちや状況をしっかり聞
き・今何に困っていらっしゃるのか、何が心
配なのか聞くことができるように心がけてい
る。相談を受ける職員の相談援助技術に関し
てもカンファレンスなどを通してスキルアッ
プに努めている

相談時今何が必要なのか、見極め他事業所と
の連携を行いながら徐々にＧＨになじんで頂
くなどの工夫を行っている。今までの環境を
すぐに切り離す事がない様に行っている。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

○本人と共に支え合う家族との関
係

　職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

○馴染みの人や場との関係継続の
支援

　本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支
援に努めている

家にいた時に行っていたコンサートに行って
みたり、クリーニング屋さんにこだわってい
る方に関しては継続して使ったり、食堂に関
しても行きつけの所に月に一回は言ってみた
いとの希望がありプランに入れて対応してい
るなど、その人その人のこだわりを大切にし
て行く工夫を行っている。

毎日の食事やお茶の時には職員も一緒に参加
させていただいている。このことによって入
所者間の橋渡しになっている。またそれぞれ
の性格があり価値観も異なりトラブルになる
事もあるが、その空間設定や雰囲気作り、い
つ職員が関入して行くかなど、職員間の情報
共有の中で連携を取っている。

サービスが終了された方への、施設行事等の
案内を出したり、家族に年賀状など季節の挨
拶を出したりしている。いつでも関係が続い
ていることを表明している。移動先に関して
はセンター方式をお渡し、またケアプランな
ども継続して頂けるように情報提供してい
る。

本人の状況を変化があるごとに家族へ伝えて
いる。またひと月に一回一言箋をご家族に郵
送している。ケアプランの説明の時には出来
る事、出来なくなったことなど生活の中の状
況に合わせて説明を行っている。外出・行
事・家族会など家族に積極的に関わって頂け
るように工夫している。

毎日の生活の中で（食事作りやおやつ作り・
畑仕事など）多くの事を教えてもらう機会が
多い。また季節ごとの行事を通してその地域
の風習などに関しても、企画の段階で関わっ
て頂き一緒に行う事が多くなるように心がけ
ている。また懇談会などを通して、一緒に意
見交換が出来ている。

18

19

20 8
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　職員はアセスメントで把握した利用者
の生活歴をもとに、馴染みの映画館やコ
ンサート会場に一緒に出かけている。
　馴染みの食堂での食事やクリーニング
店の利用を支援している。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努
めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の把
握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニ
タリング

　本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディア
を反映し、現状に即した介護計画
を作成している

一日の日課は本人の生活パターに合わせて
行っている。毎日の記録の中に本人の状況を
詳しく記載していく。また３か月に一回の担
当者によるアセスメントやケアプラン会議に
よって状況の把握に努めている。

本人の希望や思いに関しては、入所者懇談会
やアンケート、日々の関わりの中で把握して
いくが、意思表示が出来ない方に関しては、
今までの生活の振り返りや、センター方式で
以前の生活をどのようにしていたかなどカン
ファレンスの中で検討している。

入所前にセンター方式で情報を収集してい
る。しかしその中に出てこなかった部分の家
族へ今の状況などを伝える事で、また新たな
情報を知ることが出来る。家族へも細かなこ
とでも伝える努力をしている。家族も本人へ
興味を持ってもらい、一緒に暮らしを支える
事が出来る。

本人の生活していく中での困りごとから、ど
のような生活をしていきたいのか導き出し、
プラン作成を行っている。プランに関しては
ケアプラン会議を経て家族本人の意見も反映
し、多くの意見を聴きながらケアマネがまと
めている。

23 9

24

25
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　センター方式によるアセスメントを実
施するとともに、利用者懇談会やアン
ケートなどを通して、利用者の思いや意
向の把握に努めている。
　日々の係わりの中で把握した思いや意
向を申し送りノートに記録しているが、
日常的な記録と区別して記入するまでに
は至っていない。

　日々の係わりの中で
把握した利用者の思い
や意向が介護計画作成
に向けた情報となるこ
とを再認識し、把握し
た結果を全職員で共有
できるような記録の工
夫が望まれる。

　担当職員による介護計画に対する３ヶ
月毎の評価をもとに、計画作成責任者が
ＩＣＦの視点に基づいた「ケアプラン立
ち上げ表」を作成した後、利用者や家族
等、医療関係者の意見も参考にしながら
ケアプラン会議で話し合い、最終的な介
護計画を作成している。
　利用者の心身の状態に変化が生じた場
合は、再度アセスメントを実施し介護計
画を見直している。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に記
入し、職員間で情報を共有しなが
ら実践や介護計画の見直しに活か
している

○一人ひとりを支えるための事業
所の多機能化

　本人や家族の状況、その時々に生ま
れるニーズに対応して、既存のサービ
スに捉われない、柔軟な支援やサービ
スの多機能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らしを支えてい
る地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう
支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるよ
うに支援している

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職場
内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切
な受診や看護を受けられるように
支援している

かかりつけ医はご家族と本人の希望する病院
となっている。受診に関してはご家族へ対応
して頂き、状況に応じて施設での対応を行っ
ている。また専門医の受診が必要となった場
合には家族と相談し対応している。訪問診療
で対応している方もいる。

状況の変化には、報告を受けて同敷地内にあ
る老健や通所系の事業所に看護師がおり連携
を取って対応している。また同敷地内に医師
も常駐しており、状況報告をこまめに行い対
応している。また受診が必要な場合にはかか
りつけ医の看護師とも情報を取りあい関係作
りを行っている。

記録はケアプランに沿っての内容と日々の状
況職員の気づきなど多くの事が記載されるよ
うに努めている。書式に関してはカーデック
スを使用し、記録するところにケアプランが
すぐに目に出来るように工夫している。記録
内容に関しては定期的に記録に関しての学習
会を実施している。

多くの事業所を持つ敷地内でＧＨを運営して
いる為に、緊急な外出や受診など臨機応変に
対応することができる。個々の希望は日々変
化し思いがけない要望が出たりするが、今そ
の人に対してそのことに、向き合う必要を感
じた場合は対応している。多くの他職種や他
事業所の協力体制を組んで行っている。

地域の方の協力により、こんにゃく作りや梨
狩りなど、昔行っていたことを体験させてい
ただくことが出来る。外出時はボランチィア
の協力が得られ希望をかなえる事が出来る。
また、地域の方に顔を覚えて頂き散歩の時に
はいつも声かけして頂けるようになった。

29
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　家族等の同行によるかかりつけ医への
受診を基本としている。
　必要に応じて職員が同行し、日常の健
康状態を医師に説明するなどの支援をし
ている。
　受診結果を家族等から聞き取り、申し
送りノートに記録することにより、薬が
変わったことなどの情報を全職員で共有
している
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努
めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の
共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり
方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備
えて、全ての職員は応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築い
ている

消防署の協力を得てＧＨ単独の消防訓練や夜
間想定の消防訓練を行っている。また老健合
同の消防訓練も行っている。訓練による課題
に関しては、各ユニットで職場会議で話し合
い個別の避難誘導訓練を実施している。」

認知症の方に取って、環境の変化と身体的苦
痛は大きな影響をもたらす。極力入院しない
で済むように、少しの変化も見逃さず早いう
ちの受診に心がけていく。また最悪入院が必
要になった場合は、本人の安心のために、顔
なじみの職員の面会を行ったり、情報を細か
く使える事としている。（情報としてセン
ター方式を持参していく）

重度化してからの対応では、家族も混乱をす
る可能性がある為に、状況報告する時などに
徐々に話をして行くように努めている。施設
状況や家族の希望などによりどのように対応
知るかは話し合いの基行っている。

全職員が年に一回の救急蘇生の研修に参加し
ている。またＧＨ協議会が行う研修にも参加
した。同敷地内に２４時間看護師は滞在する
為に緊急時の対応マニュアルは出来ている。
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　法人全体で「重度化した場合の対応に
係る指針」を策定しているが、事業所は
環境整備などの課題を含めて、重度化や
終末期に向けた対応について検討中であ
る。

　重度化や終末期に向
けた事業所の対応方針
を決定するとともに、
その内容について利用
者及び家族等に説明
し、同意を得ることが
望まれる。

　消防署の協力を得て、夜間の想定も含
めた避難訓練を年に数回実施し、解決す
べき課題を記した報告書を作成してい
る。
　災害時の協力体制について、隣接して
いる事業所とともに地域の代表者に呼び
かけているが、地域の高齢化などの事情
により、協力体制を構築するまでには
至っていない。

　法人関連事業所への
連絡体制の整備など、
避難訓練で明らかに
なった課題の解決に向
けた取り組みととも
に、近隣住民にとどま
らず、地元消防団との
連携なども視野に入れ
た協力体制の早期構築
が望まれる。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

○一人ひとりの人格の尊重とプラ
イバシーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇
りやプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定
の支援

　日常生活の中で本人が思いや希
望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支
援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

今日どの洋服を選ぶかは、本人に決めて頂い
ている。選択に迷うようであれば、２着の中
から選ぶなどその方の状況に合わせて行って
いる。また装飾品に関しても同様である。意
思疎通がうまく出来ない方に関しては、鏡に
向かってジェスチャーで髪をとかすなどして
できる限り自分で行なってもらっている。ま
た外出時や行事のときの化粧は華やかにして
いる。

今日一日誰がどのような一日を過ごしたいの
か、朝の申し送りで援助内容の打ち合わせを
行っている。その日の入所者の状況の変化に
よって、日程は変わることはあるが、出来る
限り過ごしたいように過ごして頂くよう心が
けている。その為に業務改善をおこなう事が
ある。職員の動きにも毎日同じ動きではなく
なる

職員の研修の中にも、基本介助の中でプライ
バシーの保護の学習は行っている。また法令
遵守の中で個人情報の守秘義務に関しても
行っている。日常介護の中で、本人の意思の
尊重は毎回のケアカンファレンスの中で意識
付けを行っている。意思疎通の困難な方に対
して本人の快と思われ内容を取り入れ排泄や
入浴の誘導をおこなった。またゆったりとし
た時間を多く持ち落ち着いた環境設定を心が
けている。

日常生活の中で献立を一緒に作ったり、レク
の内容を一緒に決めたり意思決定の出来る人
に関しては確実に行っている。意思表示の出
来ない利用者に関しては、日々の関わりの中
でその人のサインに気づくことが出来るよう
に感性を高める努力を行っている。「なぜ・
なぜ」と考える事の出来る介護者になるよう
に努めている。対応に関して「待つ」事の重
要性を意識し対応している
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　人格の尊重やプライバシー保護に関す
る職員研修を実施している。
　職員会議やカンファレンスで、人格尊
重の重要性について話し合っている。
　耳元で排泄誘導するなど、利用者の誇
りを傷つけないよう配慮している。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分
量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減
らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

一週間分の献立をたてるようにしているが、
入所者懇談会での希望を入れたり、利用者と
一緒に献立をたてるようにしている。買い物
も一緒に行き、旬のものなど選んでいただ
く。食事作りを一緒に行なうことでいい雰囲
気が出せることが、大きな効果だと考える。
また献立名にもおいしいと感じられる献立名
にしている。調理や後片付けは皆で行っても
らうがそれぞれの気持ちを損なわないように
援助することが難しいと感じている。

毎日の献立に関しては、栄養士が点検してい
る。食事形態に関しては個人の状況に配慮し
ている。水分はゼリーを作ったり果物で対応
したり、またいくつかの飲み物から選んで頂
けるように準備している。入所者の嗜好に関
しては把握できている。体重増加の方も配慮
してコントロールしている。

毎食後、洗面所にて口腔ケアを行っている。
本人の状況により介助しガーゼやスポンジで
対応するように努めている。口腔内のトラブ
ルが食欲不振の一番の原因となる為に、週に
一度歯科医の口腔内点検を行ってもらってい
る。今後の課題としては、認知度の深い方に
関してスムーズな誘導を行ない、嫌なことで
はなく、さっぱりと心地良いものであること
を感じてもらう関わりが課題である。

排泄チェック表を使用し、本人の排泄パター
ンを把握している。自尊心を傷つけないよう
に声かけは他の方に気づかれないように行っ
ている。尿意の表現の出来ない方に関して
は、排泄アセスメントを実施し本人のしぐさ
や表情・時間などの情報から排尿パターンを
探っている。

40 15

41

42

43 16

　利用者は職員と一緒に、同一法人に所
属する栄養士のアドバイスを受けながら
献立を作成するとともに、利用者一人ひ
とりの能力を活かしながら、職員と一緒
に食事作りや後片付けをしている。
　職員は利用者と同じテーブルを囲み、
楽しい雰囲気で食事ができるよう支援を
している。

　職員は排泄チェック表により利用者の
排泄パターンを把握してトイレ誘導をし
ている。
　必要に応じて排泄に関するアセスメン
トを実施し、食事量や水分量、下剤服用
状況などについての課題を抽出し、介護
計画に排泄ケアの支援を盛り込んでい
る。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた
入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過
ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援を
している

入浴アセスメントを行い現在の要求や習慣を
大切にしながら行っている。入浴時間に関し
ては、毎日本人が入りたい時に対応できるよ
うにしている。夏場は汗をかいた時や散歩か
ら帰られた時などに入浴されることもある。
足のむくみや巻き爪、水虫などのある方に
は、入浴意外に食欲も行なっている

本人の生活パターンが決まっている方もいま
すが、食後のひと休みには自室に行かれる方
も、ソファでウトウトとされる方もおりその
方の一番心地よいところで過ごされていま
す。いつでも気兼ねなく休める、環境設定に
も気遣っています。

薬の内容に関しては、各個人の情報が職員の
確認出来るところに設置してあり、薬担当の
職員を配置し誤薬がない様にシステム作りを
行っている。内服の介助に関しても確実に内
服が出来るようにルール作りを行っている。
往診時や受診時には、医師への報告を事実を
的確に報告するように努めている。

手ずくりおやつやレク企画など一人一人の利用者
がどの役割が出来て何を行うのか企画書に明記
し、どの職員が対応しても必ずその方の出来る事
を出来るところで発揮して頂けるように行ってい
る。また活動内容を多くして一人一人の得意とす
るところを皆で称えるようにしている。毎日の生
活の中での役割の発揮、張り合いの持てる生活な
ど、特別な行事などではなく日常中での支援を大
切にしている。

44

45 17

46

47

48

　法定人員を上回る余裕のある職員体制
となっており、利用者が毎日好きな時間
に入浴ができるよう支援をしている。
　入浴を拒む利用者に関しては、アセス
メントにより入浴拒否の背景を探りなが
ら、利用者一人ひとりに応じた入浴がで
きるよう支援をしている。

食委員会と排泄委員会の共同で学習会を行
なっている。
排便コントロールに関しては、食物繊維を多
く使った献立や効果的な運動など、職員も勉
強会を開き「自然な排便」をモットーに取り
組んでいる。しかし運動、散歩などの活動性
の低下があり今後の課題と考えている。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々
と協力しながら出かけられるよう
に支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つこと
の大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援して
いる

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電
話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

毎年の年賀状など季節のお便りは出してい
る。また自分で作った作品や状況など毎月の
請求書とともにお知らせしたりしている。電
話に関しても、自分で携帯電話を持っている
方もいる。電話は掛けたい時に職員に行って
かけている。また自分で作ったはがきで家族
に送っている方もいる。

今まで南側が畳の部屋になっており、あまり活用
できていなかったが、改修し履きだしのフローリ
ングにして開放感のある居間となった。ソファで
まどろむ姿も多くなっている。また温度・湿度計
を設置し管理しているが窓を開けることに抵抗の
あるかたがいたため、換気の大切さを入所者懇談
会で医師を交えて話し合い皆で理解することが出
来た。また季節ごとに庭に咲いている花を利用者
と一緒に摘んで飾ったり、家族が持ってきて下
さった花などを飾っている。また職員も大きな環
境であることが職員の中に浸透しており、身のこ
なしや声の大きさなど、心地よい環境になれるよ
うに心がけている。

本人の能力により自分のお財布にお金を持っ
ている方もいる。喫茶店にコーヒーを飲みに
行く時は自分で支払われたり、買い物の時に
は状況に応じて支払う行為を行うこともあ
る。また買い物に一緒にいくときに細かな支
払いなど体験してもらっている。

一人一人の希望に添えるように、外出は個別
に行っている事が多い。花見や初もうでなど
は皆で一緒に出かけるが、馴染みの食堂への
食事は家族と職員と行く。コンサートや昔
言っていた民謡の会などには個別に対応して
いる。また誕生月にも個人が行きたいところ
に家族と職員と外出したり、個別対応を行っ
ている。西ユニットは認知症の深い方が多い
ために、季節感や風、臭いなど五感に働きか
けるような支援を心がけている。

49 18

50

51

52 19

　リースや草木染めの材料を探しながら
散歩するなど、楽しみながら外出ができ
るよう支援している。
　花見や初詣などには全員で外出すると
ともに、馴染みのレストランや映画セッ
ト見学など、事業所関連のＮＰＯ法人の
協力を得て利用者一人ひとりの希望に
そった外出を支援している。

　天窓があり、木の香りにあふれた共用
空間は家庭的な雰囲気を醸し出してい
る。
　洗面やテーブル、椅子などの設備は、
利用者の使い易さを考慮したものとなっ
ており、利用者が居心地良く過ごせるよ
う工夫をしている。
　居間のソファーや椅子のほかに、外に
ベンチなどを設置することにより、利用
者がそれぞれに自分の居場所を見つけら
れるよう配慮している。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○共用空間における一人ひとりの
居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、
本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全
な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫してい
る

毎日の洗濯や洗濯干しなど職員と一緒に行っ
ている。状況の変化により上手に干せなかっ
たり、濡れていても取り込まれることもある
が、職員の関わり方の検討や業務時間の変更
などで対応している。また部屋の認識が出来
なかったりする場合に、自分で作った暖簾を
掛けるなどして意識をして頂くこともあっ
た。また安全の所では整理整頓に心がけ５Ｓ
活動にも取り組んでいる。

寝具やタンスなど自分の使い慣れたものを
持って来られている方や仏壇を持って来られ
毎朝ご先祖の供養をされている方もいる。写
真など家族がお持ちいただいている方は、職
員と本人とで飾り付けを行ったりしている。
また手紙や家族の写真をい部屋に張ったりし
ている。毎日の掃除や片付けは入居者と一緒
に行い、一緒に整理整頓を行っている。

食堂の席は、自然に決まっているような状況
ではあるが、ソファやいすなどは、気のあっ
た方々が自然に集まれる環境となっている。
また南側の日当たりのよい玄関前には、ベン
チやテーブルを置き日向ぼっこの出来る空間
となっている。また一人一人のペースを大切
にし一人になれる空間作りも大切にしてい
る。

55

53

54 20

　利用者は自宅で使っていた身の回り品
のほかに詩吟などの趣味の本、購読新聞
などを持ち込んでおり、職員は利用者そ
れぞれの生活スタイルに合った居室づく
りを支援している。
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Ⅴ　アウトカム項目

○ 1,ほぼ全ての利用者の

2,利用者の2/3くらいの

3,利用者の1/3くらいの

4,ほとんど掴んでいない

○ 1,毎日ある

2,数日に１回程度ある

3,たまにある

4,ほとんどない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての家族と

○ 2,家族の2/3くらいと

3,家族の1/3くらいと

4,ほとんどできていない

56

57

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

58

59

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

60

61

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

62

63

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている。
（参考項目：9,10,19）
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1,ほぼ毎日のように

○ 2,数日に１回程度ある

3,たまに

4,ほとんどない

1,大いに増えている

○ 2,少しずつ増えている

3,あまり増えていない

4,全くいない

○ 1,ほぼ全ての職員が

2,職員の2/3くらいが

3,職員の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての家族等が

○ 2,家族等の2/3くらいが

3,家族等の1/3くらいが

4,ほとんどいない

64

65

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業所の
理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68

66

67

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。
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（様式４）

事業所名　グループホームかたくり

作成日　  平成　２３年７月１４日

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間

1 9

一人一人の思いを把握す
るためにさまざまな取り
組みを行なっているが、
そのことを元にケアプラ
ンに反映するために、全
職員が共有できるような
記録の工夫が必要

入居者の思いや希望を
日常のかかわりの中か
ら汲み取り、その情報
を職員が共有できるよ
う記録方法を工夫する

①看護介護記録の中にケアプ
ラン関係の記録は「項目」の
欄に＃１＃２などと記載し評
価しやすいようにする。
②入居者に関わる記録に関し
ては、看護介護記録に集中
し、本人の希望や思い次回の
プランに入れたい内容などに
関しては「項目」にケ等の記
号を入れる。
③記録は増やしたくないの
で、経過記録の使い方を工夫
していく。経過記録の中に気
づきや本人の言葉を付箋紙で
張っていくなど検討していく

3ヶ月

2 12

入居者の重度化が進み、
看取りに関しての方向性
が施設として決定されて
いない

看取りに関して、施設
で検討し、方向性を決
めていく。また決定後
家族への説明していく

基本スケールメリットを生か
し、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑだけでなく系
列施設内で見取っていく方針
①看取りに関しての方向性を
管理会議にて検討していく
②法人内の施設の役割の明確
化を図る
③運営推進会議にて検討して
いく

12ヶ月

3 13
消防訓練での避難時間が
かかりすぎる。

ＧＨ単独で考えるので
はなく同敷地内同法人
のなかで整備してい
く。また地域は高齢化
が進み高齢独居も多
く、かたくりＧがどの
様な地域支援をおこな
う事が出来るか検討し
ていく

①避難訓練に関しての整備
＊ＧＨから母体かたくりへの
連絡方法の改善
＊東ユニットの避難路の確保
＊連絡網の整備
＊町内会を通し町内への援助
内容や災害時の施設の役割の
徹底

12ヶ月

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。

注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

　　目　標　達　成　計　画
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